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平成30年７月分

市交際費の支出状況
◆日時／ 9 月20日㈭　13時30分～　◆場所／第2委員会室（自由に傍聴できます）
◆問い合わせ／教育委員会 教育振興課　☎75－8022月の定例教育委員会のお知らせ9

今
月
の
帰
宅
放
送
は
、
東
原
庠
舎
東
部
校
9
年

　平

　裕
志
さ
ん
（
東
多
久
町
）
で
す

た
い
ら

ゆ
う
し

今月の論語

朋
有
り
遠
方
よ
り
来
た
る

　
　
　
　
　
亦
楽
し
か
ら
ず
や

と
も

ま
た

友達がひょっこり遠くから
訪ねてきた。こんなに楽し
いことはない。

短 歌  《麦の芽短歌会 互選》俳 句  《互選》川 柳  《多久市川柳会 互選》

問い合わせ 総務課 秘書係 
☎75ー2115

「
土
を
耕
し
、心
を
耕
す
」

支出種別 　区分　 件数　  金額（円）
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健 康 危 機 宣 言 市長　横尾  俊彦

No.254

甲子園優勝　柿木選手の活躍光る 市長　横尾  俊彦

江
戸
か
ら
明
治
へ
〜
肥
前
た
く
幕
末
維
新
百
五
十
年
〜 

（
三
）
戊
辰
戦
争
関
連
絵
図

　
江
戸
時
代
末
期
、
慶
応
四
（
１
８
６
８
）
年

五
月
末
、
十
一
代
領
主
多
久
茂
族
は
、
約
４
４

０
名
の
兵
を
率
い
て
伊
万
里
港
か
ら
出
港
し
、

東
京
品
川
に
到
着
し
ま
す
。
六
月
中
旬
か
ら
野

州
（
栃
木
県
）
に
向
か
い
、
戦
闘
が
開
始
さ
れ

ま
す
。八
月
下
旬
に
白
河
街
道
を
西
北
へ
進
み
、

会
津
若
松
に
至
り
、
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
砲
を

使
う
な
ど
、
九
月
下
旬
ま
で
戦
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
、
佐
賀
藩
は
主
た
る
街
道
沿
い
の
情

報
収
集
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
右

上
の
絵
図
（
多
久
市
郷
土
資
料
館
蔵
）
に
は
、

会
津
西
街
道
の
様
子
が
く
わ
し
く
描
か
れ
て
い

ま
す
。
絵
図
（
左
上
）
に
は
、
東
岸
に
「
此
所

賊
徒
棧
ヲ
落
ス
仍
チ
大
炮
引
ガ
タ
シ
」「
此
所

賊
關
門
ヲ
立
ル
」川
中
に「
筏
渡
二
十
人
乗
」「
川

幅
三
十
間
位
」「
此
所
橋
焼
失
ノ
ヨ
シ
」
な
ど

と
記
さ
れ
、
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
慶
応
四
年
（
九
月
改
元
）
明
治
元
年
頃
の
激

動
期
を
示
す
絵
図
で
す
。 

多
久
市
郷
土
資
料
館
長

　藤
井

　伸
幸

ふ
じ
い

の
ぶ
ゆ
き

た

く

し
げ

つ
ぐ
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光
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　東
は
那
須
塩
原
市
、
矢
板
市
、

　塩
谷
町
、
東
南
は
さ
く
ら
市
、

　西
は
日
光
市
付
近
（
現
在
の
市
名
）

▶
絵
図
（
縮
小
図
）

　東
は
那
須
塩
原
市
、
矢
板
市
、

　塩
谷
町
、
東
南
は
さ
く
ら
市
、

　西
は
日
光
市
付
近
（
現
在
の
市
名
）

　

第
１
０
０
回
記
念
大
会
と
な
っ
た

全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
。

　

強
力
打
線
で
、
優
勝
候
補
の
大
阪

桐
蔭
高
校
の
エ
ー
ス
は
、
多
久
市
出

身
の
柿
木
蓮
選
手
。
去
年
の
雪
辱
と

春
夏
連
覇
と
い
う
偉
業
達
成
へ
の
目

標
も
重
な
り
、気
合
い
充
分
で
し
た
。

　

決
勝
戦
の
相
手
は
秋
田
県
立
金
足

農
業
高
校
。
投
打
に
活
躍
す
る
吉
田

選
手
と
、
準
決
勝
で
の
ス
ク
イ
ズ
逆

転
勝
利
な
ど
い
わ
ゆ
る〝
雑
草
軍
団
〟

で
全
国
制
覇
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
、
ま
さ
に
全
国
注
目
の

一
戦
に
な
り
ま
し
た
。

　

金
足
農
業
高
校
は
初
の
東
北
勢
優

勝
と
い
う
悲
願
を
担
い
、
か
つ
て
県

立
佐
賀
北
高
校
優
勝
の
よ
う
な
熱
気

も
高
ま
り
ま
し
た
。
校
歌
熱
唱
の
姿

も
印
象
的
で
し
た
。
東
北
の
雪
の
中

で
長
靴
を
履
い
た
練
習
な
ど
、
必
死

に
頑
張
っ
て
き
た
躍
進
校
で
す
。

　

大
阪
桐
蔭
は
、
春
夏
連
覇
へ
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
、
投
打
に
邁
進
。

そ
の
パ
ワ
ー
は
ど
こ
に
も
負
け
な
い

激
し
い
練
習
が
生
み
出
し
た
も
の
。

全
国
の
精
鋭
が
集
う
こ
の
チ
ー
ム
で

エ
ー
ス
ナ
ン
バ
ー
１
を
背
負
う
柿
木

選
手
は
並
々
な
ら
ぬ
努
力
を
重
ね
た

は
ず
で
す
。

　

結
果
は
１３
対
２
で
大
阪
桐
蔭
優

勝
。
完
投
し
た
柿
木
選
手
も
、
前
年

の
苦
い
惜
敗
が
あ
っ
た
か
ら
今
が
あ

る
と
の
自
覚
で
臨
ん
だ
の
で
し
た
。

　

ま
さ
に
苦
難
は
人
を
鍛
え
、
チ
ー

ム
を
強
化
し
ま
し
た
。

　

柿
木
選
手
は
中
学
時
代
か
ら
硬
式

野
球
に
飛
び
込
み
、
速
球
投
手
と
し

て
知
ら
れ
ま
し
た
。
高
校
進
学
前
の

頃
、
柿
木
君
に
会
い
ま
し
た
。
ま
っ

す
ぐ
に
、
ひ
た
む
き
に
、
野
球
を
目

指
す
。澄
ん
だ
瞳
が
印
象
的
で
し
た
。

「
内
野
手
、
捕
手
、
外
野
手
を
経
て

投
手
へ
。身
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、

全
体
的
に
成
長
で
き
て
い
る
は
ず
。

こ
れ
か
ら
伸
び
る
よ
。
頑
張
っ
て
」

と
激
励
し
た
こ
と
が
な
つ
か
し
い
。

　

８
月
２３
日
、
多
久
市
へ
報
告
に
帰

省
。
甲
子
園
優
勝
投
手
の
顔
は
、
あ

の
と
き
語
ら
い
あ
っ
た
笑
顔
と
変
わ

ら
ず
、
少
年
が
青
年
へ
向
か
う
雄
姿

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
が
楽

し
み
で
す
。
ケ
ガ
せ
ず
、
心
身
と
も

に
よ
く
自
己
管
理
し
、
大
い
に
成
長

し
、
飛
翔
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
７
月
の
西
日
本
豪
雨
の
災
害
が
、
ま

だ
記
憶
に
残
る
日
々
が
続
き
ま
す
。
去

年
の
九
州
北
部
豪
雨
の
傷
跡
も
癒
え
ぬ

時
期
に
襲
っ
た
、
災
害
の
す
さ
ま
じ
さ

に
、改
め
て
自
然
の
脅
威
を
感
じ
ま
す
。

犠
牲
に
な
ら
れ
た
人
の
ご
冥
福
を
祈
る

と
と
も
に
、
一
刻
も
早
い
災
害
か
ら
の

復
旧
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
災
害
で
、
土
砂
が
崩
れ
た
り

堤
防
が
決
壊
し
た
り
し
て
、
多
く
の
家

屋
や
田
畑
が
土
砂
ま
み
れ
に
な
り
、
住

居
を
な
く
し
、
生
活
の
基
盤
と
な
る
水

田
や
山
間
地
の
果
樹
園
な
ど
に
大
き
な

被
害
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。改
め
て
、

大
地
の
有
り
難
さ
を
痛
感
し
ま
す
。

　
花
々
を
育
て
た
り
、
野
菜
や
コ
メ
な

ど
を
育
て
た
り
す
る
に
も
土
が
必
要
で

す
。
毎
年
、
花
を
育
て
る
た
め
に
土
を

耕
し
て
、肥
料
な
ど
を
施
し
て
い
ま
す
。

野
菜
や
コ
メ
も
同
じ
よ
う
に
土
を
耕

し
、
水
や
肥
料
を
施
し
て
、
収
穫
に
向

け
て
日
々
の
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

土
を
耕
す
こ
と
は
、土
の
中
に
空
気（
酸

素
）
を
送
り
、
根
が
呼
吸
で
き
る
よ
う

に
し
て
や
る
こ
と
や
水
を
吸
収
し
や
す

く
す
る
こ
と
で
、
栄
養
分
を
取
り
込
み

や
す
く
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
私
た
ち
の
心
も
、
耕
す
こ
と
を
し
な

い
と
固
く
な
り
、
意
固
地
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
他
人
の
言
う
こ
と
に
耳
を

傾
け
る
こ
と
で
、
新
た
な
発
見
を
し
た

り
、
予
断
や
偏
見
に
気
づ
い
た
り
、
正

し
い
知
識
を
吸
収
し
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
心
を
耕
す
こ
と
で
、
人

間
と
し
て
の
魅
力
も
増
す
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
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社
会
教
育
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